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フークス卵における RNAの分布*

中沢信午料

S. NAKAZAWA: Distribution of RNA in Fucus eggs* 

Fucusの卵は最初直径およそ 60μ の球形で，のちそのー側に原形質の張

り出しがおこり，乙乙lζ仮根ができる。このときに仮根形成l乙役割を演ずる

物質は，もちろんこの部域に集まって活動するにちがいないことが論理的に

も考えられるし，また他の植物の実験例からも容易に想像される。たとえば

Coccophoraでは仮根突起がはじまってから遠心力をかけて仮根形成物質と

おぼしきものを仮根極から遠ざけてしまうと仮根が分化しない事実 (NAKA-

ZAWA， 1960)， Acetabulari・aでは HλMMERLING(1934)の古典的研究によっ

て，キャップ形成の遺伝情報が下端の核から出発して先端まで移動して集ま

り，そこでキャップ形成にはたらく乙とが仮定され，のちに WERZ(1959， 

1960)によって乙の遺伝情報の正体が RNAとタンパクとの結合体であると

立証された事実などである。また Fucusの生卵を RNase0.1%を含む海水
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におくと，形成しつつある仮根部の細胞質中に黒い沈でんを生じて卵が死滅

する現象(中沢， 1962)も Fucus卵で仮根分化とそこに役割を演ずる RNA

との関係を暗示する。 筆者は 1962年および 1964年の 5-6月にかけて 2度

にわたり室蘭の北大海藻研究所に滞在し，以上の点を若干あきらかにする乙

とを得たので報告する。

研究材料 Fucusevanescensのリセプタク Jレを集め，これをろ過海水で

よく洗い，表面についているダイアトムその他を落してからペトリ皿にろ過

海水と共に入れ， リセプタク Jレから器底lと生み落された卵をピペットで採り

径 40mm深さ 15mmのペトリ皿lζ入れたろ過海水に移した。本種は♀ 8同

体で，おなじコンセプタク jレ内l乙蔵卵器と蔵精器とが生じ，卵はそこで成熟

し受精してから海水中に生み出されるから，ピペットで採った卵はすでに受

精していたとみなされる。ここでペトリ皿の底lζ沈下した卵はやがて自身で

分泌した粘質物によって器底lζ固着し，仮根形成がはじまる。そのときには

まず卵の一部に突起が生じ，それが伸長して仮根となる。この突起の生ずる

前と後とにおいて，卵をペトリ皿に固着したままで 1時間カ Jレノア固定し，

アノレコ戸 jレ・シリーズを通して水洗し， ピロニン・メチjレグリン法で染色し，

第 3級ブタノーノレで 1分間脱色し， 80%アJレコーJレlζ浸けたままで顕微鏡観

察した。また，おなじくカ Jレノア固定，水洗した卵をリン酸緩衝液で pH7.7

にし 0.2%のRNaseを含む水溶液，および pHを調節しない 0.2%RNase水

溶液で 620Cで3時間処理し， とり出して水洗し， さきとおなじ方法で染色

を試みた。その結果つぎの事実が明らかになった。

(1) 仮根突起が張り出す前の卵ではピロニン・メチJレグリン法で核を青

Fig. 1. Schematic illustration of RNA staining (dotted) 
in Fucus evanescens eggs when the rhizoid pole is 
bulging out. RNA is streaming from around the 
nucleus towards the bulging region. 
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く，細胞質をほぼ一様に赤く染めることができる。しかし細胞質中にも青く

染まる物質が分散している乙とはたしかである。したがって，この背く染ま

る粒子の聞にかくれた核を判別するのは必ずしも容易ではない。 RNase処

理した卵では核の青い染色はなお見られるが，細胞質については青くも赤く

も染まらない。これは pH7.7の RNase液でも，蒸留水lことかしたそれでも

おなじであった。この事実は，さきにあらわれた細胞質の赤および青のどち

らの染色も DNAでなく RNAの染色であった乙とを示すようである。

(2) 仮根突起がはじまった卵では上のような RNA染色が核のまわりか

ら仮根突起へむかつて選択的に流れてゆくありさまが見られる(図 1)。 観察

した卵約400個について例外なくこれがみとめられた。しかも，仮根突起が

まれに 2個生じた卵では，それぞれの突起に対応して2すじの RNAの流れ

がみられた。 2個の突起を生じている卵は 16個観察され，その全部{こ同様な

現象がみられた。乙の場合，この RNAの流れは赤く染まるが，また背く染

まる要素をも含んでいる。一方，さきの方法で RNase処理した卵では核の

みが青く染まり，細胞質の染色はお乙らなかった。したがって核から仮根極

へむかう染色の流れはみられない。ピロニン・メチノレグリン液はリン酸緩衝

液で pH5.4'ζ調節して用いた。

以上の事実から，仮根突起の生ずる以前lとは一様に分布していたおそら

く核起原の RNAが，突起の生ずるとともに，突起の方へ引かれて一方交通

で移動し，仮根の伸長生長に役割を演ずるとみえる。乙れは Acetabulariaの

キャップ形成の場合 (W回 Z，1960)とくらべてみても，当然期待されること

である。また仮根へ流れてゆく RNAのうちでメチルグリンで青く染まる要

素があることは， RNAがかならずしもピロニン・メチルグリン法で赤く染

まるのではなく，ある RNAは DNAとおなじく青く染まる性質をもつこと

を示している。 LISON(1960)によるとピロニン・メチルグリンによる両核酸

の染め分けは高分子の DNAと低分子の RNAとの重合度の差による。そこ

で考えられることは，いわゆるメッセンジャー RNAは DNAをイ型として

つくられた高分子の RNAで，それが DNAと類似の染色反応を示すのでは

あるまいか，ということである。また RNAが仮根形成に役割を演ずるのは

もちろんこの部位でのタンパク合成に活動するからにちがいない。とすると

RNaseを含む培養液内では仮根形成がおさえられるであろう。実際 lこそう

いう現象は Coccophoraで知られている(筆者未発表)。またタンパク合成に
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あたって仮根極で作用する酵素の特異性は SHjSSバランスで規定されてい

るであろうから，これを乱してやると仮根形成に異常がおこるであろう。実

際メルカプトエタノーJレによって無仮根隆をつくった例が Coccophoraにつ

いてある(筆者未発表)が，Fucusではまだ研究されていない。

実験に協力をいただいた北大海藻研究所の方々に感謝いたします。また

北大の原田市太郎教授および名大の大滝保氏に種々お世話になり御礼申し上

げます。

Summary 

Fucus evanescens eggs were五xedwith Carnoy's fluid， and were stained by use 

of pyronine.methyl green solution. As a result， the coloration appeared blue in 

nucleus， and red in cytoplasm. But， in cytoplasm， some blue particles were also 

observed. The cytoplasmic staining occurred uniformly before bulging of the rhi. 

zoidal pole. But， after the bulging， the cytoplasmic staining took place selectively 

towards the rhizoidal pole from around the nucleus. If the egg was treated with 

0.2 per cent RNase solution at 600C for three hours and then stained， the peculiar 

cytoplasmic coloration does not take place. From these facts， it seems that polar 

accumulation of RNA released from the nucleus takes part in the rhizoid elonga. 

tIon. 
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